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「ラジオ深夜便」公開録音
５月10日（土）八東体育文化センターで、八頭町誕生３

周年を記念して、ＮＨＫのラジオ番組「ラジオ深夜便」

の公開録音が、ベテランアナウンサーの明石勇アンカー

と須磨佳津江アンカーを迎えて行われました。

（関連記事４Ｐ）発行／八頭町役場 企画人権課 情報政策室　〒680－0493 八頭郡八頭町郡家493番地
Tel.0858-76-0210　Fax.0858-73-0414　URL　http://www.town.yazu.tottori.jp/

■■ままちちのの話話題題

■■わが村紹介・じげ自慢わが村紹介・じげ自慢

■■国国民民健健康康保保険険関関係係ににつついいてて

■■ 児童手当のご案内児童手当のご案内

■■ 子育てコラム｢子育ては窓を開けて」子育てコラム｢子育ては窓を開けて」
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大きなタケノコ
がとれました

飛べ！僕の作った竹とんぼ

竹とんぼ作り

タケノコ掘りの指導にも熱が入る

　船岡竹林公園と安徳の里姫路公園には、ゴールデンウィークを楽しく過ごそうと町内外からたくさん

の来場者で賑わいました。

　4月29日には、船岡竹林公園で「第14回ふなおか竹林まつり」が開催され、約700人が来場し、タ

ケノコ掘り体験や竹とんぼ作りなどの各種イベントに参加しました。

　また、5月3日には、「安徳の里姫路公園まつり」が開催され、公園の中を流れる清流を会場にヤマメ

釣り大会や公園内の池では、ヤマメ釣りやヤマメのつかみ取りが行われ、約1,500人の来場者が楽しみ

ました。
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ヤマメ釣り大会の様子

「食いついた。引き上げて」

「逃げないで～
ヤマメさん」

「ヌルヌルして
つかめないヨー

」
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Topic of town

明石 勇アンカー明石　勇アンカー須磨 佳津江アンカー須磨　佳津江アンカー

��塚人志鳥取大学医学部准教授塚人志鳥取大学医学部准教授

　

５
月　

日
（
土
）、
八
東
体
育
文

10

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
八
頭
町

誕
生
３
周
年
記
念
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開

録
音「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
ラ
ジ
オ

深
夜
便
」
は
、
深
夜
に
心
安
ら
ぐ

ひ
と
と
き
を
提
供
す
る
ラ
ジ
オ
番

組
と
し
て
、
中
高
年
に
人
気
の
高

い
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
番
組
で
す
。

　

こ
の
日
は
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」

の
リ
ス
ナ
ー
を
は
じ
め
、
４
０
０

名
の
方
が
町
内
は
も
と
よ
り
県
外

か
ら
来
場
さ
れ
、
お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、 

�
塚  
人  
志 
氏
（
鳥

た
か
つ
か 
ひ
と 
し

取
大
学
医
学
部
准
教
授
）
を
講
師

に
む
か
え
、「
そ
ば
に
い
る
人
か

ら
喜
ば
れ
る
喜
び
」
を
テ
ー
マ
に

お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
、「
ア
ン
カ
ー
を
囲
む

つ
ど
い
」
で
は
、 

明
石 
あ
か
し 
勇 
氏
と

い
さ
む

 
須
磨
佳
津
江 
氏
の
両
番
組
ア
ン

す　

ま　

か　

つ　

え

カ
ー
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

と
し
て
の
体
験
談
な
ど
を
話
題
に

お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
来
場
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
は
ア
ン
カ
ー
と
の
楽

し
い
意
見
交
換
な
ど
で
、
交
流
を

深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公開録音を終え、拍手を送る来場者公開録音を終え、拍手を送る来場者
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Topic of town

タ
ー
の
着
陸
支
援
な
ど
の
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

林
野
火
災
対
応
訓
練

　

「
消
防
車
両
が
接
近
困
難
な
山

林
で
林
野
火
災
が
発
生
し
、
延
焼

中
。」
と
の
想
定
で
、
消
防
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
上
空
か
ら
の

消
火
活
動
を
行
う
た
め
、
消
防
防

災
航
空
隊
に
出
動
の
要
請
。
消
火

バ
ケ
ツ
を
取
り
付
け
た
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
上
空
か
ら
散
水
し
鎮
圧
。

残
火
処
理
の
た
め
航
空
隊
員
と
八

頭
消
防
署
員
が
空
中
で
停
止
飛
行

の
状
態
か
ら
地
上
に
降
下
す
る
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

連
携
の
強
化

　

昨
年
、
八
頭
町
で
は
、
行
方
不

明
者
を
山
中
で
発
見
し
た
り
、
林

野
火
災
が
４
月
に
２
件
発
生
し
て

い
ま
す
。
幸
い
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が

出
動
す
る
ほ
ど
の
大
き
な
被
害
は

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も

有
事
に
備
え
、
八
頭
町
、
八
頭
消

防
署
、
鳥
取
県
消
防
防
災
航
空
隊

が
、
連
携
の
強
化
を
図
り
、
町
民

の
安
全
、
安
心
に
寄
与
し
て
参
り

ま
す
。

　

４
月　

日
・　

日
の
２
日
間
、

24

25

船
岡
竹
林
公
園
を
中
心
に
八
頭
消

防
署
と
鳥
取
県
消
防
防
災
航
空
隊

が
、
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を

有
効
に
活
用
し
、
円
滑
な
消
防
業

務
を
推
進
す
る
た
め
、
消
防
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
活
用
推
進
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

救
急
救
助
訓
練

　

「
山
中
で
心
臓
と
呼
吸
が
止

ま
っ
た
要
救
助
者
を
発
見
。
病
院

へ
の
搬
送
に
急
を
要
す
る
。」と
の

想
定
で
、
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
迅
速
な
救
命
処
置
が

必
要
と
な
り
、
救
急
救
命
士
の
現

場
投
入
と
要
救
助
者
の
病
院
搬
送

を
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
行

う
た
め
、
消
防
防
災
航
空
隊
に
要

請
。
八
頭
消
防
署
員
は
ヘ
リ
コ
プ

▲ヘリコプター用消火バケ
ツによる散水

　機体の下部にヘリコプ
ター用消火バケツ（８００リッ
トル）を吊り下げ、上空か
ら散水し、消火する。

ホバリングによる ��� 

▲

ホイスト降下　

　着陸する場所が無い場
合、ホバリング（ヘリコプ
ターが空中で停止した状
態）でホイスト（機外に取
り付けたウインチ）により
降下する。
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鳥取市 鳥取市国府町

若桜町

鳥取市用瀬町

八 頭 町八 頭 町

智頭町

富枝富枝

久能寺久能寺

鳥取市 鳥取市国府町

若桜町

鳥取市用瀬町

八 頭 町八 頭 町

智頭町

富枝富枝

久能寺久能寺

＝ 久  能  寺 （旧郡家町）の巻＝
く のう じ

　　久能寺集落はJR郡家駅より南西方向、若桜鉄

道・因幡船岡駅との間に位置し、戸数は94戸です。

　代表的なものとしては、 因  久  山 焼・ 登窯 がありま
いん きゅう ざん のぼりがま

す。

　地名の由来は、古代に 久  能  山 にあったお寺「 久  能 
く のう やま く のう

 寺 」からついたようです。（郡家町誌より。）
でら

　主な行事として、７月23日には 愛宕 さんまつり
あたご

（火災から村の人々を守る火の神様）、８月17日に

は観音さんまつり（先祖の供養）が行われます。

　また、グラウンドゴルフ場・スケートパーク・パ

ターゴルフ練習場を備えた町営施設・八東川水辺プ

ラザ河川公園があり、多くの方が利用され、楽しん

でおられます。

 ����� 【寄稿者：平成20年度区長　山根 紀行】

火災から村の人々を守るために 祀 られた 愛宕 様の 祠 。
まつ あたご ほこら

今も人々の暮らしを見守っています。
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＝ 富枝 （旧八東町）の巻＝
とみえだ

　 細  見 川と旧国道が集落の中央を縦横に４分割する
ほそ み

わが集落は、昭和30年代まで商業の中心地帯であり

ました。

　地名の由来は数あれど、植物地名ともいわれる

「富める枝」という文字からは、後世に生きる子孫

が実り豊かに繁栄する地域を築いてほしいとの先人

の願いや思い入れを感じることができます。

　９年の歳月を要して平成10年に完成された「富枝

誌」は、富枝の由来、歴史等が事細かく 編纂 され、
へんさん

富枝のバイブルとして全世帯に配布されています。

　住民174人、準備から老若男女総出で行う七夕祭

は、今年で20年を迎えます。また、２年前から住民

の安心安全を図る観点から避難訓練を実施するな

ど、防災意識の高揚に取り組んでいます。

 ��� 【寄稿者：平成20年度副区長　矢部　敏勝】

《平成19年９月２日（日）に開催した避難訓練の様子。》

　富枝は、平成18年に防災避難訓練計画を作成し、毎年

避難訓練を実施することとしています。
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八
頭
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
再
任
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� ��������������������������������������

� ��������������������������������������

　八頭町では、災害時の広域避難場所を示した「地

震ハザードマップ・防災マップ」を作成しました。

　広報やず５月号とあわせて全戸配布しております

ので、ご活用ください。

○ 地震ハザードマップ（ゆれやすさマップ）とは
　八頭町に強い影響を及ぼすと考えられる雨滝・釜

戸断層でマグニチュード7.3の地震が発生した場合

に、予想される八頭町の震度と急傾斜地崩壊危険箇

所を表したものです。地震の際に備えて、このマッ

プを参照してください。

○ 防災マップとは
　鳥取県で調査が行われた浸水想定区域と土砂災害

危険箇所等の情報をもとに、大雨が降ったときの災

害に対する広域避難所等を表したものです。

　台風等、大雨の災害の際に備えて、このマップを

参照してください。

○ 広域避難場所とは
　災害が発生する可能性が強まった時に、町として

設置する避難場所です。

　町が防災行政無線等で避難指示を出した場合の各

集落の避難場所を表しています。なお、災害の発生

状況によっては避難場所を変更することもあります。

○ 一時避難場所
　町が避難指示をする前に、自主的に避難する場所

です。

　各集落の公民館等を一時避難場所として位置付け

ておりますので災害に対する備えをお願いします。

○ お詫びと訂正
　マップ中に一部誤った表記がありましたのでお詫

びして訂正します。

（誤）　　　　　（正）　

「殿」　　→　「郡家殿」

「殿」　　→　「船岡殿」

「郡家」　→　「隼郡家」

防災マップ「土砂災害警戒情報とは」文中

（誤）（http://bosai.pref.tottori.lg.jp/sabo/Default.aspx）

（正）（http://tottori.bosai.info/）

　 条例についてのお知らせ　 
　次の条例が４月１日に施行されましたので、その
概要について紹介します。

①町民意見公募手続条例

　地方分権が進む中、町では、町の基本的な政策等

の策定過程の公正の確保と透明性の向上を図るた
め、町条例の一つとして、町民意見公募手続条例を
設けました。
　町民意見公募手続とは、町民みなさんの生活に広
く影響を与える計画や条例などを策定・変更すると
きに、その内容を案の段階でお知らせし、意見や提
案などを広く町民のみなさんから募集するというも
のです。
　そして、町民のみなさんからいただいた意見をも
とに必要に応じて案を修正し、最終的な政策等の策

定の意思決定を行います。また、寄せられた意見を
集約し、町の考え方とあわせて公表を行います。こ
れら一連の手続を「町民意見公募手続」といいます。

②ふるさと活性化基金設置条例

　町では、寄附金を募り、その寄附金を財源として

基金を創設し運用することにより、町民との協働の
まちづくりを進めることを目的として、ふるさと活
性化基金設置条例を制定しました。
　国のふるさと納税制度により、寄附金を納付され
た場合、居住地の住民税が軽減されます。

③八頭町被災者住宅再建支援事業助成条例

　町では、自然災害により住宅に著しい被害を受け
た者に、被災者住宅再建支援金を交付します。全壊
世帯に対して最高300万円。大規模半壊世帯に対し
ては、最高250万円。半壊世帯に対して、補修に要
する経費として最高100万円を限度として交付する
制度です。
＊詳しくは、町ホームページの八頭町例規集をご
覧ください。

　

こ
の
度
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
藤
田
昭
芳
氏
（
新
興
寺
）・

中
尾
陽
子
氏
（
郡
家
）・
大
谷
晋
一

氏
（
福
井
）
が
５
月　

日
の
任
期

12

満
了
に
と
も
な
い
、
５
月
１
日
開

催
の
町
議
会
臨
時
会
で
議
会
の
同

意
を
得
て
、
平
木
町
長
か
ら
引
き

続
き
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
藤

田
昭
芳
氏
が
委
員
長
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

任
期
は
、
平
成　

年
５
月　

日

20

13

か
ら
平
成　

年
５
月　

日
ま
で
の

23

12

３
年
間
で
す
。

大谷　晋一氏 中尾　陽子氏 藤田　昭芳氏

八
頭
町
教
育
委
員
に
再
任

　

平
成　

年
５
月
１
日
、
町
議
会

20

の
同
意
を
得
て
、
谷
本
昭
氏
（
国

中
）
が
引
き
続
き
教
育
委
員
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
委

員
会
に
お
い
て
、
委
員
の
互
選
に

よ
り
谷
本
昭
氏
が
教
育
委
員
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成　

年
５
月
３
日
か

20

ら
平
成　

年
５
月
２
日
ま
で
で
す
。

24

谷本昭氏
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平成19年度(下半期)　

財政状況の報告
この公表は、地方自治法第243条の３第１項及び

八頭町財政状況の公表に関する条例第２条の規定

により、平成19年10月１日から平成20年３月31

日までの間における八頭町の財政状況を公表する

ものです。

○歳入歳出予算の執行状況（平成19年10月１日～平成20年3月31日）  （単位：千円･％）
執 行 率支出済額執 行 率収入済額予算現額区　　　　　分

91.08,741,73093.48,973,6599,606,440一　 般　 会　 計

86.61,679,16591.81,779,4971,939,158国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

93.4356,21894.7361,161381,487簡 易 水 道 特 別 会 計

97.279,00935.829,08781,260住 宅 資 金 特 別 会 計

89.61,967,26493.72,056,2852,195,100老 人 保 健 特 別 会 計

94.5435,60899.3457,669460,734公 共 下 水 道 特 別 会 計

92.7746,57797.2783,159805,512農 業 集 落 排 水 特 別 会 計

89.41,381,49198.31,519,1861,545,320介 護 保 険 特 別 会 計

98.9118,44053.664,187119,786宅 地 造 成 特 別 会 計

95.01,686100.01,7751,775墓 地 事 業 特 別 会 計

100.037671.0267376
老 人 居 室 ・ 障 害 者 住 宅
整 備 資 金 特 別 会 計

6.0342100.25,7125,699上 私 都 財 産 区 特 別 会 計

0.0031.41135市場・覚王寺財産区特別会計

0.000.91115上津黒・下津黒財産区特別会計

0.00100.320,00219,950篠 波 財 産 区 特 別 会 計

90.415,507,90693.516,051,65817,162,747計

（注１）収入より支出が多い会計については、会計間の繰替運用により経理している。 

○住民の税負担等の状況
一人当負担額(円)収入済額(千円)区　　　　分

31,172618,615町 民 税

30,118597,693固 定 資 産 税

2,42848,181軽 自 動 車 税

4,09481,244町 た ば こ 税

65,412469,855国 民 健 康 保 険 税

47,325255,270介 護 保 険 料

（注２）一人当負担額は、町民税、固定資産税、軽自

動車税、町たばこ税については収入済額を住

民基本台帳人口19,845人で除した額。

国民健康保険税は、被保険者数7,183人で除し

た額。

介護保険料は、第１号被保険者5,394人で除し

た額。

○会計別基金現在高の状況  （単位：千円）
現 在 高区　　　　分

1,401,625一 般 会 計

136,846国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

76,318介 護 保 険 特 別 会 計

46,176宅 地 造 成 特 別 会 計

2,839墓 地 事 業 特 別 会 計

1,663,804計

○会計別地方債現在高の状況  （単位：千円）
現 在 高区　　　　分

11,235,744一 般 会 計

2,478,352簡 易 水 道 特 別 会 計

127,147住 宅 資 金 特 別 会 計

3,967,648公 共 下 水 道 特 別 会 計

7,213,196農 業 集 落 排 水 特 別 会 計

114,986宅 地 造 成 特 別 会 計

9,522墓 地 事 業 特 別 会 計

371老人居室･障害者住宅整備資金特別会計

25,146,966計
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「
不
法
投
棄
」
と
は
、
定
め
ら

れ
た
ル
ー
ル
に
よ
ら
ず
、
み
だ

り
に
ご
み
を
捨
て
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　

投
棄
者
が
判
明
し
た
場
合

は
、
警
察
に
通
報
し
ま
す
。
不

法
投
棄
に
は
、
５
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
一
千
万
円
以
下
の
罰

金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
方
法

で
、
正
し
く
処
理
し
ま
し
ょ

う
。

　

ご
み
収
集
を
委
託
し
て
い
る
業

者
に
同
行
し
て
、
町
内
で
収
集
さ

れ
る
ご
み
に
つ
い
て
取
材
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
乾
電
池
・
蛍
光
管

等
」
及
び
、
ご
み
処
理
後
の
行
方

を
お
送
り
し
ま
す
。

出
し
方
の
ポ
イ
ン
ト

　

収
集
で
き
る
乾
電
池
は
、
単
１

に
詰
め
て
処
理
工
場
へ
送
ら
れ
ま

す
。
乾
電
池
は
、
袋
に
詰
め
て
処

理
工
場
に
送
ら
れ
ま
す
。

新
し
く
生
ま
れ　
　
　

　
 
�  
� 
変
わ
り
ま
す
！

　

今
ま
で
紹
介
し
た
ご
み
は
、
左

上
の
表
の
よ
う
に
新
し
く
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。

　

皆
様
の
お
か
げ
を
持
ち
ま
し

て
、
単
な
る
ご
み
と
な
る
の
で
は

な
く
、
再
資
源
化
さ
れ
、
皆
様
の

所
へ
返
っ
て
き
ま
す
。
今
後
と
も

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

今
回
が
最
終
回

　

今
回
で
現
場
レ
ポ
ー
ト
は
最
終

回
を
迎
え
ま
す
。
長
ら
く
ご
愛
読

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
機
会
を
作
っ
て
、

皆
様
に
情
報
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〜
単
５
ま
で
の
筒
型
乾
電
池
、
９

Ｖ
の
角
型
乾
電
池
の
み
で
す
。

　

ボ
タ
ン
電
池
や
充
電
式
電
池
は

収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
販
売
店

に
相
談
さ
れ
る
か
、
販
売
店
に
あ

る
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

蛍
光
管
は
、
割
れ
る
の
を
防
ぐ

た
め
、
購
入
さ
れ
た
ケ
ー
ス
、
も

し
く
は
新
聞
紙
等
で
保
護
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。
割
れ
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
小
型
破
砕
ゴ
ミ
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
水
銀
体
温
計

は
、
壊
れ
な
い
よ
う
ケ
ー
ス
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
出
さ
れ
る
と
き
は
、
よ

く
分
か
る
所
に
固
め
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。
可
燃
ご
み
の
下
な
ど
に

置
か
れ
る
と
、
見
落
と
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

集
め
ら
れ
た
蛍
光
管
は
、
破
砕

機
で
破
砕
さ
れ
た
後
、
ド
ラ
ム
缶

蛍光管は破砕され処理工場へ

河
川
敷
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み

現
場
リ
ポ
ー
ト
⑧

不
法
投
棄
は

犯
罪
で
す　
!!

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法ごみの種類別処理後の利用方法

処理後の利用方法などごみの種類

焼却処理後、焼却灰は埋立処理。可 燃 ご み

スチール缶は、鋼材、缶の材料に再
利用。
アルミは、主にアルミ缶として再利用。
ビール瓶はリターナブルビンとして
再利用。ビン類はガラスビンに再利
用。

資 源 ご み

粒状のペレットに精製され、プラス
チック製品（公園の擬木、プラス
チック製のパレットなど）の材料に
利用。
ペレットに適さない物は、固形燃料
として利用。

プラスチック
ご み

鉄とアルミ、銅などは主に材料とし
て再資源化。

小型破砕ごみ

大型資源ごみ

カーペット、絨毯、衣類などの材料
に再利用。

ペットボトル

ハンガー、ビデオテープのケース等
に再利用。

白色トレイ

亜鉛マンガン系の材料（ブラウン管
テレビの部品等）や、鉄系は鋼材と
して再利用。

乾 電 池

ガラス系統（グラスウール等）に再
利用。水銀も大学の試薬や、蛍光管
として再利用。また、アルミ部分は
アルミの材料に再利用。

蛍 光 管 等

※どうしても再利用できない部分は、埋立処理されます。

八
頭
町
の
ご
み
収
集
事
情

八
頭
町
の
ご
み
収
集
事
情

� ������������������������������������������������������������������������������������
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特別徴収→例１　世帯主(国保)72歳、妻(国保)68歳の場合特
別
･
普
通
徴
収
の
判
定
例

普通徴収
(妻65歳未満の為)→例２　世帯主(国保)72歳、妻(国保)63歳の場合

普通徴収→例３　世帯主(長寿医療、擬制世帯主)78歳、妻(国保)68歳の場合

普通徴収→例４　世帯主(社保、擬制世帯主)72歳、妻(国保)68歳の場合

普通徴収→例５　世帯主(国保)72歳、妻(国保)68歳、子(国保)40歳の場合

特別徴収→例６　世帯主(国保)72歳、妻(国保)68歳、子(社保)40歳の場合

注１）擬制世帯主：国保の被保険者でない世帯主
注２）65歳～74歳の被保険者で年額18万以上、介護保険料との合算が年金額の

1/2を超えないこと。

 
福
祉
課
か
ら
の

　
　
 
お
知
ら
せ
 問合せ先 

八
頭
町
役
場
福
祉
課
（
０
８
５
８
）　

－

０
２
０
５

76

船
岡
支
所
住
民
課
（
０
８
５
８
）　

－

０
０
４
４

72

八
東
支
所
住
民
課
（
０
８
５
８
）　

－

１
２
２
０

84

平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

２０

後
期
高
齢
者
支
援
分

　

国
保
税
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
医

療
分
」、「
介
護
分
」
の
ほ
か
に
「
後

期
高
齢
者
支
援
分
」
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
４
月
か
ら
満　

歳
以
上
の

75

方
を
対
象
に
し
た
長
寿
医
療
制
度

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
国
保
の

被
保
険
者
だ
っ
た
方
が
満　

歳
に

75

到
達
さ
れ
る
と
、
国
保
か
ら
離
脱

し
て
、
長
寿
医
療
制
度
の
被
保
険

者
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
は
、
老

人
保
健
制
度
に
伴
い
、
国
保
で
拠

出
金
を
負
担
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
後
、
八
頭
町
国
保
を
は
じ

め
と
し
た
各
保
険
者
は
、
こ
の
長

寿
医
療
保
険
制
度
を
支
え
る
た
め

「
後
期
高
齢
者
支
援
金
」
と
し
て

平
成　

年
度
に
は
被
保
険
者
１
人

20

あ
た
り
約
４
万
円
を
負
担
し
支
援

し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
八
頭
町
国
保
で
は
、
約
２
億

円
の
支
出
金
が
必
要
で
、
そ
の
約

半
分
を
税
で
賄
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

年
金
か
ら
特
別
徴
収

　
　

歳
〜　

歳
の
国
保
被
保
険
者

65

74

の
み
の
世
帯
で
、
年
金
額
が
年
額

　

万
円
以
上
で
国
保
税
と
介
護
保

18険
料
の
合
算
が
年
金
額
の
１
／
２

を
超
え
な
い
世
帯
か
ら
は
、
国
保

税
を
年
金
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

特
別
徴
収
を
八
頭
町
で
は　

月
か

10

ら
開
始
し
ま
す
。

　

特
別
徴
収
に
該
当
す
る
世
帯
は

下
段
の
「
特
別
・
普
通
徴
収
の
判

定
例
」
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

本
年
度
は
特
別
徴
収
の
該
当
世
帯

で
も
６
月
期
、
９
月
期
は
、
納
付

書
で
納
め
て
い
た
だ
き
、　

月
か

10

ら
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
等

　

八
頭
町
で
は　

年
度
末
に
「
八

19

頭
町
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診

査
等
実
施
計
画
」（
八
頭
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
を
作
成
し
ま
し

た
。　

年
６
月
下
旬
か
ら
メ
タ
ボ

20

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂

肪
症
候
群
）
に
着
眼
し
た
特
定
健

康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
が
始
ま

り
ま
す
。
被
保
険
者
の
満　

歳
〜

40

　

歳
ま
で
の
方
に
特
定
健
診
受
診

74券
を
６
月
中
に
送
付
し
ま
す
。
こ

の
受
診
券
と
被
保
険
者
証
を
も
っ

て
指
定
の
医
療
機
関
や
鳥
取
県
保

健
事
業
団
の
実
施
す
る
集
団
検
診

時
に
特
定
健
康
診
査
を
受
け
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
検
診

結
果
に
よ
っ
て
特
定
保
健
指
導

（
積
極
的
支
援
・
動
機
付
け
支
援
）

を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、　

年
度
は
、
自
己
負
担

20

額
は
特
定
健
康
診
査
、
特
定
保
健

指
導
は
無
料
で
す
。

平
成　

年
度
の
国
保
保
険
税
の
税
率
改
正

２０

　

平
成　

年
度
の
国
保
保
険
税
の
税
率
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

20

　

八
頭
町
の
国
保
の
税
率
は
平
成　

年
度
ま
で
は
不
均
衡
税
率
と
な
っ

21

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
調
整
の
３
年
目
と
な
り
ま
す
が
５
月　

日
の
国

20

保
運
営
協
議
会
の
答
申
を
受
け
、
同
月　

日
の
臨
時
議
会
で
改
正
さ
れ

27

ま
し
た
。

八 東 地 域船 岡 地 域郡 家 地 域

改正後改正前改正後改正前改正後改正前

3.5％6.3％5.2％9.9％4.5％8.7％所 �� 得 �� 割

医

療

分

14.2％23.1％15.1％26.5％16.3％30.6％資 �� 産 �� 割

11,80017,00015,10025,00015,90026,700均等割  (1人当り円)

9,60014,00011,90020,10012,70021,100平等割(1世帯当り円)

470,000560,000470,000560,000470,000560,000賦課限度額　 � 円

2.3％2.1％2.9％3.2％2.0％2.2％所 �� 得 �� 割

介

護

分

11.4％10.3％9.0％12.0％8.8％9.9％資 �� 産 �� 割

9,7008,9009,10011,0009,10010,300均等割  (1人当り円)

5,2004,9004,9005,9005,0005,800平等割(1世帯当り円)

90,00090,00090,00090,00090,00090,000賦課限度額 � 　円

3.6％4.3％3.2％所 �� 得 �� 割

支　

援　

分

後
期
高
齢
者

11.6％9.6％9.5％資 �� 産 �� 割

9,5009,6009,300均等割  (１人当り円)

7,8007,5007,400平等割(1世帯当り円)

120,000120,000120,000賦課限度額　 � 円
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396人依頼会員

48人支援会員

４人両方会員

（
１
） 

児
童
手
当
を
受
給
で
き
る

人
は
、
小
学
校
６
年
生
修
了
前

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

（
詳
し
く
は
福
祉
課
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。）
で
、
前
年
の

所
得
が
限
度
額
以
内
の
場
合
に

受
け
ら
れ
ま
す
。（
１
月
か
ら

５
月
ま
で
の
月
は
前
々
年
の
所

得
）

（
２
）
３
歳
未
満
の
児
童
に
対
し

て
月
額
１
万
円
。
３
歳
以
上
の

児
童
に
対
し
て
月
額
５
千
円
。

第
３
子
以
降
は
、
月
額
１
万

円
。

（
３
）
児
童
手
当
の
受
給
資
格
は

認
定
、
額
改
定
が
決
定
さ
れ
た

翌
月
よ
り
該
当
に
な
り
ま
す

が
、
振
込
月
は
６
月
、　

月
、

10

２
月
と
な
り
ま
す
。

（
４
）
毎
年
６
月
に
、
所
得
額
等

が
変
わ
る
た
め
「
現
況
届
」
の

提
出
が
必
要
で
す
。
６
月
中
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
未
提
出
の
方

は
支
払
が
停
止
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
５
）
次
の
よ
う
な
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
必
ず
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
印
鑑
持
参
）

①　

他
の
市
町
村
ま
た
は
国
外
に

転
出
し
た
場
合
。（
消
滅
届
）

②　

親
が
死
亡
・
離
婚
・
婚
姻
・

拘
禁
・
遺
棄
等
の
理
由
に
よ
り

子
ど
も
を
監
護
し
な
く
な
っ
た

場
合
。（
消
滅
届
）

③　

親
が
公
務
員
に
な
っ
た
場

合
。（
消
滅
届
）

④　

子
ど
も
の
出
生
等
に
よ
り
増

減
の
あ
る
場
合
。（
額
改
定
届
）

⑤　

振
込
先
の
預
金
口
座
を
変
更

す
る
場
合
。（
口
座
変
更
届
）

⑥　

氏
名
に
変
更
の
あ
っ
た
場

合
。（
氏
名
変
更
届
）

⑦　

「
特
例
給
付
」（
厚
生
年
金
加

入
者
）
の
方
が
会
社
を
退
職
し

た
場
合
。（
消
滅
届
）

　
　

会
社
を
退
職
す
る
と
同
時
に

厚
生
年
金
の
資
格
が
な
く
な
り

特
例
に
よ
る
限
度
額
の
基
準
が

変
わ
り
ま
す
。

問
い
合
せ
先　

福　

祉　

課
�　

�
０
２
０
５

76

船
岡
支
所
住
民
課
�　

�
０
０
４
４

72

八
東　
　

〃　
　

�　

�
１
２
２
２

84

支
払
該
当
月

2
、3
、4
、5
月
分

6
、7
、8
、9
月
分

　

、　

、　

、1
月
分

１０
１１
１２

振

込

日

平
成　

年
6
月　

日

２０

１６

平
成　

年　

月　

日

２０

１０

１５

平
成　

年
2
月　

日

２１

１６

平
成　

年
度　

２０

児
童
手
当
の
ご
案
内

＊ 利用状況の内容（多いもの）＊

ο保護者の短時間・臨時的就労の場合の援助

ο保育所の送り迎え

ο保護者の急用・病気等の場合の援助

短冊に願い事を書いて飾ったり、笹まき
づくりをしました。丹比保育所稲中所長
の話芸もよかった～。

安部小学校　横山校長先生のお話
子育てについて考えさせられるお話でした

　この１年間支援会員の皆様には大変お世話になりありがとうございました。少しずつ会員同士の輪が広
がっているように思います。より信頼されるファミリーサポートセンターをめざして活動したいと思います
ので今後ともご協力よろしくお願い致します。

ファミリーサポートセンター 20名来町
楽しく交流しました。

（子育て支援センターと共催）
藤本晶子先生の指導で、親も子も体を
ほぐしました

○随時会員は募集しています。
申し込みは八頭町ファミリー
サポートセンター�（84-
1212）のほか本所、各支所
でも受け付けますのでお気軽
にお問い合わせ下さい。
＜お問合せ先＞
八頭町福祉課
 �������  �76－0205
八頭町ファミリーサポートセンター 
 �������  �84－1212

�

�

�

�

�����������

�����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

☆七夕交流会　７月５日（土）
☆おやつ作り（栄養士さんによる
簡単な手作りおやつ）８月

☆おもちゃ作り（クリスマスのプ
レゼント？）12月

☆親子でストレッチ　２月　など
予定しています。
　その都度ご案内しますので、多
数ご参加下さいますようお待ちし
ています。
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易
で
、
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
ほ

ぼ
1
0
0
％
治
り
ま
す
が
、
こ
の

段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
あ
り

ま
せ
ん
。
が
ん
を
発
見
す
る
た
め

に
は
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。　

歳
以
上
の
女

20

性
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

◇
乳
が
ん
検
診

　

乳
が
ん
は
、
近
年
増
加
傾
向
の

が
ん
で
す
が
、
早
期
に
発
見
で
き

れ
ば
治
療
成
績
は
か
な
り
よ
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
月
１
回
の

自
己
検
診
を
行
う
こ
と
と
併
せ
、

　

歳
以
上
の
女
性
は
２
年
に
１
回

40の
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
八
頭
町
で
は　

歳
以
上
の
偶

40

数
年
齢
の
方
を
対
象
に
視
触
診
・

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
を
行
い

ま
す
。

◇
介
護
予
防
検
診

　
　

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
介
護

65
予
防
が
必
要
か
ど
う
か
を
診
る
た

め
に
「
生
活
機
能
評
価
（
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
）」を
行
い

ま
す
。
そ
の
結
果
を
受
け
、
健
康

状
態
や
生
活
機
能
レ
ベ
ル
に
沿
っ

た
健
康
づ
く
り
の
支
援
を
行
い
ま

す
。◇

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

　

Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。
今
ま

で
に
こ
の
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
人
を
対
象
に
実
施

し
ま
す
。

◇
特
定
健
康
診
査

　

医
療
保
険
（
※
１
）
に
加
入
し

て
い
る　

〜　

歳
の
方
を
対
象
に

40

74

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

着
目
し
た
健
診
を
行
い
ま
す
。
腹

囲
の
測
定
や
Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
悪
玉
）
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検
査
な
ど
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
判
定
す

る
項
目
が
加
わ
り
ま
す
。
健
診
の

結
果
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
危
険
性
に
応
じ
て
保
健

指
導
を
行
い
ま
す
。

※
１：

健
康
保
険
組
合
、
政
府
管

掌
健
康
保
険
、
共
済
組
合
、
市

町
村
国
民
健
康
保
険
、
な
ど

（
八
頭
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
方
は
、
八
頭
町
国
保
が

「
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

指
導
」
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の

他
の
医
療
保
険
の
方
（
保
険
証

で
確
認
で
き
ま
す
）は
、詳
し
い

健
診
内
容
や
受
診
場
所
等
に
つ

い
て
加
入
し
て
い
る
各
医
療
保

険
者
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。）

総
合
検
診
の
受
け
方

総
合
検
診
の
受
け
方

　

各
家
庭
に
お
配
り
し
ま
す
「
が

ん
検
診
、
介
護
予
防
健
診
受
診

票
」（
と
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

希
望
者
は
「
特
定
健
康
診
査
受
診

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

券
」（
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
）
及
び
「
保

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

険
証
」）
を
検
診
日
当
日
、
検
診
会

�
�

�
�
�

場
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
そ
の
う

え
で
、
検
診
受
付
で
希
望
の
検
診

を
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

総
合
検
診
の
各
検
診
の
自
己
負

担
金
は
無
料
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
地
域
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
胃
が
ん
検
診

　

検
診
で
発
見
さ
れ
る
胃
が
ん

は
、
自
覚
症
状
が
出
て
か
ら
検
査

を
受
け
発
見
さ
れ
た
が
ん
に
比

べ
、
早
期
が
ん
の
占
め
る
割
合
が

非
常
に
高
い
で
す
。
ま
た
、
早
期

の
胃
が
ん
は
「
治
る
が
ん
」
で
あ

る
と
い
え
る
く
ら
い
治
療
成
績
が

よ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

胃
が
ん
検
診
で
は
、
バ
リ
ウ
ム

と
発
泡
剤
を
飲
み
、
食
道
と
胃
、

十
二
指
腸
な
ど
の
臓
器
の
形
や
粘

膜
の
異
常
を
調
べ
ま
す
。
早
期
発

見
、
早
期
治
療
の
機
会
と
し
て　
40

歳
以
上
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

年
１
回
の
検
診
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を　
!!

　

が
ん
検
診
、
介
護
予
防
健
診
（
総
合
検
診
）
が
６
月
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
頃

の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
健
康
を
保
持
す
る
た
め
、
が
ん
検
診

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◇
結
核
・
肺
が
ん
検
診

　

肺
が
ん
は
近
年
増
加
し
て
い
る

が
ん
で
す
。

　

エ
ッ
ク
ス
線
を
胸
部
に
あ
て
肺

の
状
態
を
調
べ
ま
す
。
喫
煙
本
数

の
多
い
方
な
ど
に
は
喀
痰
検
査
を

併
せ
て
行
い
ま
す
。　

歳
以
上
の

40

方
を
対
象
に
肺
が
ん
検
診
を
、　

65

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
結
核
・
肺

が
ん
検
診
を
行
い
ま
す
。

◇
大
腸
が
ん
検
診

　

便
を
採
取
し
、
そ
の
便
か
ら
の

潜
血
反
応
を
調
べ
る
検
査
で
す
。

目
に
見
え
な
い
少
量
の
出
血
で
も

検
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

40

歳
以
上
に
実
施
し
ま
す
。

◇
子
宮
が
ん
検
診

　

子
宮
頚
部
の
が
ん
は
発
見
が
容

��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������

総
合
検
診
で
受
診

総
合
検
診
で
受
診

で
き
る
検
診
内
容

で
き
る
検
診
内
容

平成20年度八頭町食生活
改善推進員協議会役員

岸　本　文　枝会　長（船岡支部長）
岡　本　千納吏副会長（郡家支部長）
中　林　啓　恵副会長（八東支部長）
豊　口　富　江会　計（船岡支部会計）
勝　原　貴美恵郡家支部役員（上私都）
衣　笠　むつ子　　　〃　　　（中私都）
中　本　紀　子　　　〃　　　（下私都）
佐　藤　和　子　　　〃　　　（郡家西）
塩　瀬　敏　江　　　〃　　　（郡家東）
尾　崎　千賀子　　　〃　　　（国中）

大　榎　恵美子　　　〃　　
 �� 　（大御門･支部会計）

谷　尾　玉　枝船岡支部役員（大江校区）
上　田　ひさ江　　　〃　　　（隼校区）
下　田　慶　子　　　〃　　　（船岡校区）
入　江　ゆり子八東支部役員（安部校区）

上　田　恵美子　　　〃　　　
 � （八東校区・支部会計）

梶　　　　　翠　　　〃　　　（丹比校区）

一年間よろしくお願いします。 �
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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人間ドック、脳ドックの申込受付
　平成20年度の人間ドック、脳ドック及びセットドッ
クの受付を行います。
　対象は、国民健康保険に加入の方のみ、定員、年齢
等は下表のとおりです。

　

①　受付期間、受付場所
　平成20年６月９日（月）から６月20日（金）各保健
センター窓口で直接お申し込みください。電話での
申込は不可とします。

②　定員及び対象者等
　　表をご参照ください。
③　留意事項
・前年度ドックを受診された方は、本年度の申込は
できません。

・人間ドックまたはセットドックを受診される場合
は、集団検診及び個別検診を重ねて受診はできません。
・申込が定員を超える場合は、抽選となります。

◎国民健康保険に加入の方のみ
自己負担金定員検診時期対　象　者種　　類
5,000円100人7月～12月

40歳～74歳まで
男・女

人間ドックのみ
5,000円60人7月～3月脳ドックのみ
8,000円50人7月～1月セットドック

＊セットドックとは、人間ドック＋脳ドックの意味です。
＊対象年齢は、平成２１年３月３１日現在です。

個別検診の申込受付
    

①　受付期間    

　平成20年６月９日（月）から６月20日（金）各保

健センター窓口で直接お申し込みください。電話で
の申込は不可とします。
②　定員及び対象者等
　　表をご参照ください。

③　留意事項
・個別検診を受診される場合は、集団検診を重ねて

受診はできません。

・申込が定員を超える場合は、抽選となります。

・自己負担金について、生活保護世帯・町民税非課

税世帯及び75歳以上の方は無料となります。

自己負担金定員検診時期対　象　者種　　類

1,100円30人8月～12月40歳以上
男・女胃がん検診

600円30人8月～12月40歳以上
女性で偶数年齢乳がん検診

700円30人8月～12月20歳以上
女性子宮がん検診

＊対象年齢は、平成２１年３月３１日現在です。

対　　象場　　所時　　間内　　容曜日日

一般八東保健センター9:30～11:00一 般 健 康 相 談 ・
介 護 相 談月2

一般船岡保健センター10:30～11:30さわやか体操教室
水4

乳幼児等郡家保健センター13:15～13:30ポ リ オ 予 防 接 種

一般八東保健センター10:45～11:30水 中 運 動 教 室
木5

H18.10.7～H18.11.19生まれ郡家保健センター受付　12:30～12:45１歳６か月児健診

一般郡家保健センター9:30～11:00一 般 健 康 相 談 ・
介 護 相 談

月9
一般船岡保健センター9:30～11:00心と体の健康相談

（障害福祉相談）

一般八東保健センター10:45～11:30水 中 運 動 教 室
木12

H17.4.7～H17.5.23生まれ郡家保健センター受付　12:30～12:45３ 歳 児 健 診

一般船岡保健センター9:30～11:00一 般 健 康 相 談 ・
介 護 相 談月16

一般八東保健センター13:30～14:30糖 尿 病 予 防 教 室火17

一般郡家保健センター10:30～11:30さわやか体操教室
水18

H19.11.5～H19.12.8生まれ郡家保健センター受付　12:45～13:00６ か 月 児 健 診

一般八東保健センター10:45～11:30水 中 運 動 教 室
木19

H18.4.25～H18.6.10生まれ郡家保健センター受付　12:40～12:55２ 歳 児 歯 科 健 診

乳幼児等郡家保健センター9:30～11:30育 児 相 談金20

検診案内チラシをご覧ください。八東就業改善センター受付　　8:30～10:00総 合 検 診月23

検診案内チラシをご覧ください。八東就業改善センター受付　　8:30～10:00総 合 検 診火24

一般八東保健センター10:45～11:30水 中 運 動 教 室木26

検診案内チラシをご覧ください。八 東 公 民 館受付　　8:30～10:00総 合 検 診月30

平成20年6月の保健事業 平成20年6月の保健事業 
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八東隣保館 郡家隣保館 

船岡文化センター 
73-0030

72-2672 84-3496

八
東
隣
保
館

「
地
区
進
出
学
習
会
開
講
式
」
開
催

▲
八
東
中
学
校

▲

丹
比
小
学
校

▲

八
東
小
学
校

　

今
年
も
、
各
学
校
の
開
講
式
が

隣
保
館
、
児
童
館
で
あ
り
、
児
童
、

生
徒
が
今
年
の
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。

　

こ
の
学
習
会
は
、「
差
別
を
見

抜
き
、
差
別
に
負
け
な
い
た
く
ま

し
い
心
と
人
権
を
大
切
に
す
る
心

を
身
に
つ
け
る
た
め
」
に
年
間　
30

回
程
度
の
学
習
を
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

識
字
学
級
生
募
集

　

識
字
学
級
は　

年
以
上
前
か
ら

20

開
催
し
て
お
り
、
以
前
は
多
数
の

方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

識
字
学
級
は
炭
鉱
で
働
く
被
差

別
部
落
の
人
た
ち
が
文
字
を
知
ら

な
い
た
め
に
厳
し
い
労
働
条
件
で

働
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が

始
ま
り
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
文
字
を
学
習
す
る

こ
と
は
、
単
に
読
み
書
き
を
学
ぶ

と
い
う
こ
と
で
な
く
差
別
を
許
さ

な
い
差
別
解
消
の
実
践
者
と
し
て

育
っ
て
い
ま
す
。

　

八
東
隣
保
館
で
は
、
少
人
数
に

な
っ
た
現
在
で
も
、
識
字
学
級
で

培
っ
た
思
い
を
な
く
さ
な
い
よ
う

が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。

　

５
月
か
ら
各
部
落
の
老
人
憩
い

の
家
を
廻
り
気
軽
に
学
習
す
る
よ

う
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

茶
道
教
室
に

小
学
生
の
参
加
を

待
っ
て
い
ま
す

　

八
東
児
童
館
で
は
、
毎
月
２

回
、
茶
道
教
室
を
行
っ
て
お
り
、

現
在
、
６
名
の
小
学
生
が
習
っ
て

い
ま
す
。

　

裏
千
家
茶
道
の
先
生
か
ら
茶
道

の
マ
ナ
ー
、
茶
道
の
心
な
ど
教
え

て
頂
き
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲

気
の
中
で
心
を
豊
か
に
し
な
が
ら

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー

郡
家
隣
保
館

世
代
間
交
流
会

笹
巻
き
作
り
に
挑
戦

て
、
出
来
上
が
る
と
、「
お
い
し

い
！
」「
上
手
に
で
き
た
な
あ
。」

と
み
ん
な
と
て
も
い
い
表
情
で
し
た
。

　

笹
巻
き
に
は
ま
だ
早
い
時
期
で

し
た
が
、
端
午
の
節
句
に
間
に
合

う
よ
う
に
、
ま
た
、
普
段
あ
ま
り

経
験
を
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ

た
笹
巻
き
作
り
を
み
ん
な
で
し
た

い
と
い
う
思
い
で
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

急
な
行
事
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
ま
た
、
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
う
れ
し
い
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

毎
年
恒
例
の
笹
巻
き
作
り
に
高

齢
者
の
方
と
一
緒
に
小
学
生
が
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

４
月　

日
（
水
）、
隼
福
公
民
館

16

に
て
小
学
生　

名
、
隼
福
・
上
野

14

高
齢
者　

名
、
４
月　

日
（
土
）、

11

19

新
庄
公
民
館
に
て
小
学
生
６
名
、

新
庄
・
破
岩
・
下
町
高
齢
者　

名
15

の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
、「
巻
き
方
が
分
か

り
ま
せ
ん
。」「
む
ず
か
し
い
な

あ
。」な
ど
言
い
な
が
ら
四
苦
八
苦

の
小
学
生
で
し
た
が
、
高
齢
者
の

方
の
優
し
く
、
丁
寧
な
指
導
に
よ

り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
次
か
ら
次

へ
と
巻
い
て
い
ま
し
た
。
そ
し

　

国
中
二
区
集
会
所
で
５
月
４

日
、
日
曜
日
に
保
育
所
・
小
学
校

の
親
子
を
対
象
に
親
子
で
健
康
料

理
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

栄
養
士
の
奥
田
の
ぶ
よ
さ
ん
を

講
師
と
し
て
、
健
康
な
食
事
に
つ

い
て
の
話
と
料
理
の
実
習
を
し
ま

し
た
。
話
の
中
で「
朝
ご
は
ん
は
、

私
た
ち
の
か
ら
だ
と
脳
を
目
覚
め

さ
せ
、
こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
一
日

の
活
動
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
で

脳
が
目
覚
め
、
生
活
に
力
が
み
な

ぎ
り
ま
す
。
ま
た
、
後
か
た
づ
け

や
お
手
伝
い
も
、
家
族
の
一
員
と

し
て
協
力
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

健
康
は
食
事
か
ら

親
子
健
康
料
理
講
習
会
開
催

『
い
た
だ
き
ま
す
、
ご
ち
そ
う
さ

ま
』
を
言
う
習
慣
も
大
切
な
食
事

マ
ナ
ー
で
す
。」と
基
礎
食
品
の
ク

イ
ズ
な
ど
を
交
え
て
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
北
村
加
代
子
さ
ん
は

「
普
段
、
飲
ん
で
い
る
ジ
ュ
ー
ス

に
砂
糖
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る

こ
と
を
聞
い
て
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。
ま
た
、
子
ど
も
達
は
、
自
分

が
担
当
し
た
料
理
が『
お
い
し
い
』

と
言
わ
れ
る
と
と
て
も
う
れ
し
そ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。」と
感
想
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
の
生
き
生
き
と
し
た

表
情
が
見
ら
れ
、
楽
し
い
一
日
で

し
た
。第１回人権・同和問題講座

日時　７月11日(金)午後７時～

会場　郡家隣保館

講師　鳥取県立精神保健福祉センター

所長　原田　豊さん

演題　｢福祉と人権｣

� ��������������

� ��������������

�

� �

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

子
ど
も
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
の

背
景
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

将
来
有
る
子
ど
も
た
ち
に
、
ど

の
よ
う
に
接
す
る
の
か
は
、
大
人

の
責
任
で
す
。
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な
ど　

点
を
展
示
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
明
ら

42

か
に
な
っ
た
恐
竜
の
進
化
と
分
類
、
絶
滅
ま

で
を
パ
ネ
ル
解
説
を
交
え
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

来
館
者
は
、
約
６
、５
０
０
万
年
前
に
絶

滅
し
た
恐
竜
と
は
ど
ん
な
動
物
で
、
ど
ん
な

暮
ら
し
を
し
て
い
た
の
か
を
知
り
、
躍
動
す

る
恐
竜
の
姿
を
想
像
し
た
り
し
て
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

公民館 

「
恐
竜
の
世
界
」
展
を
開
催　
!!

移
動
博
物
館

　

５
月
９
日（
金
）〜　

日（
木
）、
鳥
取
県
立

22

博
物
館
の
移
動
博
物
館
「
恐
竜
の
世
界
」
を
、

郡
家
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

県
博
が
今
年
の
７
月　

日（
土
）〜
８
月　

日

19

24

（
日
）ま
で
開
催
予
定
の
企
画
展
「
よ
う
こ
そ

恐
竜
ラ
ボ
へ
！
」
に
向
け
た
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

の
展
覧
会
で
し
た
。

　

会
場
で
は
、「
プ
ロ
ケ
ト
ラ
ト
プ
ス
」
な
ど

の
恐
竜
の
全
身
骨
格
や
、
頭
骨
の
複
製
標
本

　

４
月　

日（
日
）に
、
郡
家
地
域
敬
老
会
を

２７

郡
家
東
・
郡
家
西
小
学
校
の
２
会
場
で
開
催

し
、
対
象
者
１
、７
１
６
人
の
う
ち
、
４
４
９

人
の
方
が
出
席
さ
れ
長
寿
と
健
康
を
祝
い
ま

し
た
。

　

祝
宴
で
は
、
町
民
の
有
志
ら
が
次
々
に
ス

テ
ー
ジ
に
登
場
し
歌
や
踊
り
、
演
奏
な
ど
華

や
か
な
演
芸
を
披
露
し
、
敬
老
者
ら
は
料
理

を
囲
み
な
が
ら
、
和
や
か
に
笑
い
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月　

日（
土
）に
、
郡
家
公
民
館
で
生
涯

10

学
習
講
座
「
菊
づ
く
り
教
室
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
菊
花
同
好
会
の
福
本
司
さ
ん（
福
地
）

の
指
導
に
よ
り
、
参
加
者
ら
は
、
菊
苗
の
植

え
方
や
日
頃
の
管
理
方
法
、
菊
の
品
種
に
つ

い
て
熱
心
に
学
習
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
愛
好
者
か
ら
、「
生
長
し
て

秋
に
な
る
の
が
楽
し
み
だ
わ
」「
上
手
に
育
て

て
み
た
い
な
あ
」な
ど
の
意
気
込
み
が
あ
り
、

菊
作
り
に
向
け
て
知
識
を
蓄
え
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　

次
回
は
６
月
７
日（
土
）に
、
第
２
回
「
菊

づ
く
り
教
室
」
と
し
て
、「
植
え
つ
け
」
を
し

ま
す
。
詳
細
は
郡
家
公
民
館
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

長
寿
と
健
康
を
祝
い
ま
し
た

郡
家
地
域
敬
老
会

「
菊
づ
く
り
教
室
」
を
開
催

生
涯
学
習
講
座

今にも動き出しそう

展示品に見入る来館者

演芸の様子（西御門カトレア会）

菊苗の植え方を学習
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八
東
地
域
敬
老
会

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
４
月　

日
27

（
日
）、
八
東
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、
八
東
地
域
敬
老
会
が
開

催
さ
れ
、
敬
老
対
象
者
１
、１
３
７
人
の

う
ち
、
５
３
０
人
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
来
賓
に
石
破
茂
防
衛
大
臣
に

も
列
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
祝
宴
で

は
八
東
地
域
内
の
有
志
グ
ル
ー
プ
８
団
体

に
よ
る
演
芸
等
を
見
な
が
ら
、
料
理
や
お

酒
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
が
今
年
も
元
気
に
過
ご
さ

れ
、
ま
た
来
年
の
敬
老
会
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

公民館 

公民館 

　
　

５
月　

日（
土
）安
部
地
区
公
民
館
主

17

催
の
第
２
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
、
安
部
小
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
、　

名
（
女
性
８
名
、

22

男
性　

名
）
の
参
加
が
あ
り
、　

歳
を
超

14

80

え
ら
れ
た
方
も
元
気
に
プ
レ
ー
さ
れ
、
８

ホ
ー
ル
２
ラ
ウ
ン
ド
で
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
３
名
、
優
勝
ス
コ
ア
は　

と
い
う
好
成

37

績
で
し
た
。

　

安
部
地
区
公
民
館
主
催

安
部
地
区
第
２
回

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
船
岡
山
野
草

会
の
展
示
会
を
５
月　

・　

日
の
両
日
開

11

12

催
し
、
植
木
や
盆
栽
の
愛
好
家
の
方
た
ち

を
始
め
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
、
目
を
ひ
い
た
の
は
大
小
の
佐
治

石
に
イ
ワ
ヒ
バ
や
セ
ッ
コ
ク
な
ど
山
野
草

を
寄
せ
植
え
し
た
藤
田
好
仁
さ
ん
（
見
槻

中
）
の
作
品
で
す
。
ち
ょ
う
ど
花
の
季
節

を
迎
え
た
山
野
草
た
ち
は
か
わ
い
ら
し
い

花
を
競
う
よ
う
に
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

  
ま
た
、
会
場
で
は
山
野
草
の
即
売
会
や
、

寄
せ
植
え
な
ど
の
作
り
方
や
日
頃
の
手
入

れ
の
仕
方
な
ど
臨
時
の
講
習
会
が
あ
ち
こ

ち
で
開
か
れ
、
愛
好
者
た
ち
が
熱
心
に
耳

を
傾
け
、
ま
た
質
問
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

船
岡
山
野
草

展
示
会

子供シアター

★６月14日(土)
　10:00～12:00
○とっとこハム太郎

○それいけ
　　アンパンマン

　虹のピラミッド

おはなし会も
あるよ。
みんな

見に来てね！

　

５
月　

日（
土
）隼
地
域
子
ど
も
教
室
と

10

し
て
隼
プ
ー
ル
の
大
掃
除
を
し
ま
し
た
。

  
水
を
抜
い
た
プ
ー
ル
の
底
は
冬
の
間
に

藻
が
つ
い
て
い
て
ズ
ル
ズ
ル
転
び
そ
う
に

な
り
ま
す
が
、
み
ん
な
が
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ

で
一
生
懸
命
こ
す
り
落
と
し
、
ピ
カ
ピ
カ

に
な
り
ま
し
た
。

  
当
日
は
少
し
肌
寒
く
雨
も
降
る
あ
い
に

く
の
天
気
で
し
た
が
、
い
っ
ぱ
い
汗
を
か

い
た
み
ん
な
は
、
慰
労
に
出
さ
れ
た
冷
た

い
ジ
ュ
ー
ス
が
と
て
も
お
い
し
い
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
プ
ー
ル
掃
除
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郡家図書館  八頭町宮谷256-4  �（0858）72-6660
船岡図書室  八頭町船岡539-1  �（0858）72-3970
八東図書室  八頭町北山48-1 � �（0858）84-6622

http:// l ibrary.town.yazu.tottor i . jp/
携帯電話からの本の検索・予約はこちら

▲

八東図書室船岡図書室郡家図書館

6月25日（水）
16：00～16：30

6月25日（水）
16：00～16：30

6月7日（土）
6月21日（土）
15：00～15：20
15：30～15：50

日  時

おはなし会　※申込不要・大人も入れます

新しく入った本
＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
　（インターネットからも予約ができます）

日　時：６月８日（日）13：00～15：30

場　所：八東体育文化センター（八頭町富枝

　　　　10�1）

参加費：100円（材料費）

持ち物：エプロン・三角巾（バンダナ）

申込期限：６月５日（木）先着25名

内　容：旬の笹の葉を使ってちまきを作りませ

んか？季節のお話しも準備しています。

ちまき作りとおはなし会のお知らせ

郡家図書館

船岡図書室

八東図書室

折り紙教室《七夕の飾り》のお知らせ
日　時：６月21日（土）10：00～12：00

場　所：八東図書室（山村開発センター）

　　　　２階　婦人研修室

対　象：小学生以上（ただし、３年生以下は保

護者同伴）

参加費：500円（材料費）

内　容：青谷の和紙を使って、七夕の飾りを作

りませんか？

申込期限：６月12日（木）

申込方法：上記２つの行事は町内の図書館･図

書室、または八東地域の公民館に、

直接お申込みください。電話・FAX

でも受け付けます。

1　女子の古本屋 ������������ 岡崎　武志

2　不機嫌な職場 ������������ 高橋　克徳

3　六法全書　平成20年版 ������� 有　斐　閣

4　今は昔のこんなこと ���������� 佐藤　愛子

5　研ぎ師人情始末　１～７ ������� 稲葉　　稔

6　別冊 図書館戦争　１  ����� 有川　　浩

1　踊る陰陽師　 ����������� 岩井　三四二

2　鼓笛隊の襲来 ������������ 三崎　亜記

3　すすれ！麺の甲子園　 �������� 椎名　　誠

4　竹炭のふしぎな力 ���������� 中根　周歩

5　田舎暮らしに殺されない法 ������ 丸山　健二

6　奇縁まんだら ����������� 瀬戸内　寂聴

1　田村はまだか ������������ 朝倉かすみ

2　東京バンドワゴン　１～３ ������ 小路　幸也

3　サウスポイント �������� よしもと　ばなな

4　熟年革命 �������������� 渡辺　淳一

5　女性のうつ病 ������������ 野田　順子

6　のんびり山陰本線で行こう！ ����� 野村　正樹

６月のカレンダー
土金木水火月日

７６５４３２１

1413121110９８

21201918171615

28272625242322

3029

休館日 開館時間 10：00～18：00

町内３館の図書館(室)は、蔵書点検のため

６／９(月)～６／13(金)まで

お休みさせていただきます

　利用者の皆様にはご迷惑をおかけしますが
　ご理解とご協力をお願いします。
・上記の期間中は、本の貸出しができません。
・返却本は各館(室)の返却ポストに入れてくだ
さい。

・返却期限の過ぎている本はお早めにお返しく
ださい。
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二
〇
〇
八
年
四
月
一
六
日
に
放

送
さ
れ
た
テ
レ
ビ
番
組
『
そ
の
時

歴
史
は
動
い
た
』
を
ご
覧
に
な
ら

れ
ま
し
た
か
？

　

番
組
で
は
「
人
間
は
、
尊
敬
す

べ
き
も
の
だ
〜
全
国
水
平
社
・
差

別
と
の
闘
い
〜
」
と
題
し
、
日
本

に
お
け
る
人
権
擁
護
運
動
の
原
点

と
な
っ
た
全
国
水
平
社
結
成
の
と

き
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。

　

一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
三

月
三
日
午
後
一
時
、
京
都
岡
崎
公

会
堂
で
全
国
水
平
社
創
立
大
会
が

開
か
れ
、
日
本
最
初
の
人
権
宣
言

と
さ
れ
る
水
平
社
宣
言
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に

光
あ
れ
」
で
知
ら
れ
る
こ
の
水
平

社
宣
言
の
起
草
者
は
、
当
時
二
十

七
歳
の
青
年
、
西
光
万
吉
（
本
名

清
原
一
隆
）。

　

西
光
は
、「
人
間
は
互
い
に
尊

敬
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

理
念
を
掲
げ
、
真
の
自
由
・
平
等

と
は
何
か
を
考
え
ま
し
た
。
こ
の

水
平
社
宣
言
の
精
神
は
、
幅
広
く

人
権
問
題
の
出
発
点
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
を
見
終
わ
っ
て
、
も
っ
と

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
言
葉
」

に
つ
い
て
で
す
。「
言
葉
」
に
は
、

書
き
言
葉
と
話
し
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
事
実
や
思
い
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
か
け
が
え
の
な

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で

も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
な
に
げ
な
い
言
葉
や

落
書
き
な
ど
に
よ
っ
て
、
時
に
相

手
を
深
く
傷
つ
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
言
葉
を
も
っ
と
大
切
に
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

言
わ
れ
て
嬉

し
い
言
葉
は
、

「
あ

り

が

と

う
」
な
ど
の
、

人
と
人
と
を
つ

な
ぐ
言
葉
で
す
。
一
方「
う
ざ
い
・

だ
ま
れ
」
な
ど
の
言
わ
れ
て
悲
し

い
言
葉
は
、
い
ず
れ
も
人
と
の
関

係
を
断
ち
切
る
言
葉
で
す
。

　

こ
の
水
平
社
宣
言
に
あ
る
よ
う

に
子
ど
も
も
大
人
も
お
互
い
に
尊

敬
し
あ
え
る
関
係
づ
く

り
を
大
切
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

人
権
教
育
推
進
員

　
　
　

松
田　

さ
つ
き

　

昨
年
度
、
米
岡
神
社
麒
麟
獅
子

舞
保
存
会
が
『
ふ
る
さ
と
文
化
再

興
事
業
』
を
活
用
し
、
獅
子
頭
や

楽
士
の
衣
装
な
ど
の
獅
子
舞
用
具

を
新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月　

日（
日
）に
米
岡
神
社
で

13

三
輪
宮
司
さ
ん
よ
り
、
用
具
の
お

祓
い
を
済
ま
せ
、　

日（
日
）の
春

20

祭
り
当
日
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
調

し
た
用
具
を
身
に
付
け
て
各
家
々

で
獅
子
舞
が
行
わ
れ
、
お
披
露
目

さ
れ
ま
し
た
。

　

保
存
会
の
活
動
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、
今
後
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
文
化
再
興
事
業
は
、

民
俗
芸
能
や
伝
統
工
芸
な
ど
地
域

の
伝
統
文
化
を
保
存
し
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
に
平
成　

年
14

に
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。
文

化
庁
の
委
嘱
事
業
で
、
用
具
の
整

備
や
伝
承
者
の
養
成
、
映
像
記
録

な
ど
の
作
成
に
つ
い
て
、
伝
統
文

化
の
保
存
団
体
に
対
し
て
経
費
の

全
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

村
の
伝
統
文
化
を
大
切
に
思
う

気
持
ち
は
、
八
頭
町
を
大
切
に
思

う
気
持
ち
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
集
落
で
も
、
伝
統
的

な
行
事
な
ど
で
道
具
が
古
く
な
っ

て
い
た
り
、
今
の
う
ち
に
冊
子
や

映
像
と
し
て
記
録
を
し
て
お
い
た

り
し
た
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
こ
の
事
業
を
検
討
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

▲

門
付
け
の
様
子

▲おはらいの様子

　

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご
活
躍
・

ご
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
２
名
の
方
が
、
瑞
宝
小
綬
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

 
瑞
宝
小
綬
章

（
教
育
功
労
）

　

山
田　

董 
氏 
（
徳
丸
）

・
元
公
立
高
校
長

 
瑞
宝
小
綬
章  

（
農
林
水
産
行
政
事
務
功
労
）

　

谷
本　

和
明 
氏 
（
市
谷
）

・
元
中
国
四
国
農
政
局
中
海
干
拓

事
務
所
長
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　最近、つくづく「現代」という時代の速さに驚い

ています。例を挙げるまでもないですが、携帯電話

なんかひとつとっても、電話以外の機能が満載で、

最初につくられた頃からは考えられないような感じ

ですね。現代というご時世は高度情報化社会とも言

われ、さまざまな情報が溢れ、また、次から次へと

新たな情報が出てきたりして、ついていくのも大変

…というか、正直、もうついていけませんって感じ

がします。

　「子育て」に関する情報なんかも、次から次へとい

ろいろな情報が流れてきます。早期教育に関して

も、やれ「3歳からでは遅すぎる！」だの、「いや、

０歳から始めなければいけない！！」とか、果ては

「お母さんのお腹の中にいるときから始めなけれ

ば！」なんて、どこまでさかのぼる気やねん！と、

不慣れな関西弁でツッコミたくもなります。

　こうした「子育て」や「家族」に関する溢れんば

かりの情報量にお母さん、お父さんたちもかなり大

変な思いをされているのではないかと感じていま

す。実際に、お母さん方とお話をしているときに

も、「テレビではこう言ってた」とか、「雑誌にはこ

う書いてあった」といろいろなところから、さまざ

まな勉強をされており、そのことでまた不安になっ

たりもされているようです。

　育児不安や育児ストレスの研究を見てみると、一

般にこうした子育てに関して不安に陥りやすい方

は、学生時代にも「きまじめ」で比較的「優等生」

であった人が多いことが知られています。若い頃か

ら、目標を持ち、その目標に向かって真面目に着実

に努力をして、目標を達成してきたような方。そん

なお母さんは、子育てについても真面目に取り組も

うとし、さまざまな情報を集めて、それらを実行し

ようとします。しかし、実際にはテレビや雑誌に

載っているように子どもは動いてくれないですし、

親の思うようにもならないですし、育児不安に陥り

やすいのです。

　しかし、子育てに「正解」はあるのでしょうか？

「正しい」子育ての仕方はひとつなのでしょうか？ 

こうした疑問に答えるかわりに、冒頭で触れた「時

代の速さ」みたいなものを考えてみたいと思います。

実は、家族や子育てのあり方そのものも、時代の変

化の中で大きく変化しているのです。具体的な例と

しては、赤ちゃんの「うつぶせ寝」や「抱っこ」な

んかが挙げられるでしょう。『うつぶせ寝』は昔、推

奨されたこともありましたが、近年、SIDS(乳児突

然死症候群)との関連が指摘され、させない方向に

なってきていますし、「抱っこ」なんかも昔は「抱き

癖がつく」といわれていましたが、最近は、親子の

愛着関係をつくる上でも思う存分抱っこしましょう

なんていわれていますね。

　きまじめなお母さん方はこういう情報を耳にする

と、じゃあ、抱き癖を気にせず、「抱っこ」を「しな

ければならない！」と思ってしまうんですね。そう

しないと、子どもがきちんと育たずに、また親とし

ても失格ではないのかと思ってしまうようです。で

も、ちょっと前までは「抱き癖がつく」と抱っこを

されないで育てられた人たちは、今どうなっている

のでしょうか。その世代のほとんどの方がちゃんと

育っているのではないかと思うんです。だとすれ

ば、「正しい子育て」というものを求めすぎてあまり

「きまじめ」に子育てに取り組もうとしないでも、

ゆったりとした気持ちの中で子育てができればいい

んじゃないかなぁって思っています。あわただしい

時代だからこそ難しいことなのかも知れませんが。

鳥取大学地域学部　神谷哲司
(生涯発達心理学・保育学）
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　子子育育ててココララムム　「子育ては窓を開けて」第2回

「子育て」も時代によって変わる

　　
　狂犬病予防注射は、生後３ヶ月以上の犬に毎年必

ず受けさせなければなりません。今年度の最後の集

合注射を下記により行いますので、未接種の場合は

今回の補足注射を受けさせてください。

手数料　登録済の犬　２,９５０円
　　　　未登録の犬　５,９５０円

注射日程　６月８日(日)

　動物病院で予防注射を受けた場合は、獣医師が発

行する狂犬病予防注射済証明書を持って福祉課、ま
たは各支所住民課へおいでください。予防注射済票

を交付（手数料550円）します。飼い犬の死亡や住

所変更などがあった場合も届けをお願いします。

【お問い合わせ先】福祉課又は各支所住民課

郡家保健センター船岡支所八東支所
11:20～11:4010:40～11:0010:05～10:25
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　平成20年５月９日八東庁舎において、八頭町議会

産業建設常任委員、八頭町農業委員、八頭町長他の

計39名で農業政策懇談会を開催しました。

　以下、内容の一部を紹介します。

①　集落営農について
　現在いくつかの集落で集落営農が検討されている

が、事務量が多く負担となるなどの理由から導入を

見送る集落もあるため、事務を簡素化するよう国に

働きかけていかなければならない。また、各種補助

事業を有効に活用するためにもっと集落へ情報提供

をすることが必要である。集落では若い人が減少し

担い手がいなくなり、将来集落自体が消滅すること

も考えられる状況である。助け合って集落を維持し

ていくことが根底には必要である。

②　農業生産法人について
　農業者の高齢化や後継者不足により、農地の一括

管理などを進めていく体制が必要となってきてい

る。また、船岡や八東地域において担い手となる農

業生産法人を立ち上げる案については、現段階では

補助事業等を有効に活用する方向で検討していかな

ければならない。

③　農地の効率的な利用について
　農地が効率よく有効的に活用されるように、利用

権設定されている農地（貸借されている農地）全て

を一筆ずつ地図上に整理する必要がある。

④　担い手の育成について
　新規に就農する方はもちろん、現在担い手として

活躍している方へ、農業機械の共同利用ができる体

制や新たに購入する農業機械への助成制度などが必

要である。町と農協が一丸となった支援体制がより

求められている。

⑤　遊休農地の解消について
　今後も農地パトロールや聞き取り調査を継続す

る。遊休農地の解消方法としては、生産性が高い基

盤整備された農地は主に水稲を中心に作付けし、や

や生産性の低いと思われる農地は景観作物の作付け

や放牧をする、また生産性が著しく低いと思われる

山間地の農地は植林して山に返すなど、現状に合せ

て活用区分する必要がある。

⑥　奨励作物への認定について
　現在ハト麦は食用や薬用に需要が多く、新しい作

付け作物として注目を浴びている。転作の奨励作物

として認定を望む声もある。
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《次回農業委員会開催予定》

平成２０年6月9日（月）
（※申請書は毎月25日までに提出してくださ

　い。翌月の定例農業委員会で審議します。）

【提出・お問い合わせ先】
本 庁 舎（産業課） ����� 　℡　76-0208

船岡庁舎（産業建設課） ��� 　℡　72-3973

八東庁舎（農業委員会事務局）  　℡　84-1227

第2回農業委員会審議内容（平成20年５月９日）
１． 農地法の規定による許可申請

　　　（所有権移転　２件、　転用　４件）

２． 非農地証明申請　　１件

３． 農用地利用集積計画の決定

　　　（使用貸借・賃貸借　135件）

　報告事項

・ 合意解約　３件

・ 200㎡以内の農業用倉庫建設等への転用１件

農業委員会
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若桜鉄道活性化･再生協議会(仮称)と
八頭町公共交通会議(仮称)の

委員を募集

Information

土地境界に関する無料相談会
鳥取県土地家屋調査士会では、無料相談会を下

記の要領で実施しますので、お気軽にご利用く

ださい。

◇日　　時　平成20年６月22日（日）

　　　　　　午前10時から午後４時まで

◇場　　所　鳥取市福祉文化会館
◇相談内容　土地の境界に関する相談、土地・

建物の表示に関する登記（土地分筆、

建物新築等）の相談

◇相談方法　当日会場で受付
◇問合せ先　鳥取県土地家屋調査士会
　　　　　　事務局　� (0857)22-7038

海上自衛隊「船の見学会」のお知らせ
　自衛隊鳥取地方協力本部では、海上自衛隊護

衛艦「あぶくま」による「船の見学会」を予定

しています。

【時期】平成20年７月19日（土）～21日（月）
【場所】鳥取港１号岸壁
【内容】船の見学（無料）及び体験航海（抽選）
※　体験航海は、応募による抽選になります。

掲示中のポスター・チラシ又はホームページを

ご覧ください。
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鳥取県の話題を満載 県総合情報誌鳥取県の話題を満載　県総合情報誌
「とっとりＮＯＷ」（第78号・6月1「とっとりＮＯＷ」（第78号・6月1
日発行）好評発売中日発行）好評発売中
鳥取にはおいしい豆腐が多く、近年の“お取り寄せ

ブーム”で、全国的に

も人気が高まっている。

また、豆腐の郷土料理

「こも豆腐」「どんどろ

け飯」などもあるように、

人々の暮らしと豆腐は、

昔から密接に結びついて

きた。背景には豊かな自

然が育む中国山地からの

伏流水があり、その水が

育んだ「豆腐文化」を紹

介する。

■取扱場所／県内の主な書店、役場情報政策室
■定　　価／１部300円（税込み）
■発　　行／年４回（３、６、９、12月）
【問合せ先】鳥取県広報連絡協議会
　　　　　　（県庁広報課内）�0857-26-7086

再就職のための職業能力開発訓練生募集
　ポリテクセンター鳥取では、離職・転職の方

が、いち早く再就職ができるよう必要な知識・

技能を身につけていただくため、６か月間の能

力再開発の職業訓練を行っています。

　受講料は無料ですので、活用してください。

現在、８月入所生を募集しています。

募集締切は、７月10日（木）です。

【訓練コース】
● ビジネスワーク科
　事務処理一般の仕事を習得

・ 定員　30名

　インターネットでもご覧になれます。

【入所希望の相談・問合せ先】
・ ハローワーク鳥取　　　� (0857)23-2021

・ ポリテクセンター鳥取　� (0857)52-8802

■　若桜鉄道活性化・再生協議会(仮称) の委員
　若桜鉄道の活性化及び再生を総合的かつ一体

的に推進するための計画策定に向けて、関係者

で法定協議会を設立する予定としています。

■　八頭町公共交通会議(仮称)の委員
　八頭町の公共交通（路線バス等）の活性化及

び再生を総合的かつ一体的に推進するための計

画策定に向けて、関係者で法定協議会を設立す

る予定としています。

■　各会の委員募集
　つきましては、上記の２つの会の委員として
一緒に考えていただける方をそれぞれ下記によ
り募集します。
・募集人員　若干名
・応募資格　町内にお住まいの１８歳以上の方
・会議の回数　年３回程度（予定）
・会議の場所　
　若桜鉄道活性化・再生協議会(仮称)は若桜
町内または八頭町内。八頭町公共交通会議
（仮称)は八頭町内。
・申込期限　平成２０年６月１６日（月）
（問合せ先）八頭町役場　総務課
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おとうさん･おかあさんところ名 前誕生日郡
家
地
域

お
め
で
た

昌　聡・奈　緒 (池　田)池本　 真菜 
ま　な

４月10日

君　夫・みどりカーサ
こおげ山 根　  愛 

めぐみ

　　19日

孝　雄・みどり(郡家東区)川上　 雄  也 
ゆう や

　　23日

和　宏・麻　妃(郡家西区)町田　 蘭乃 
ら　な

　　24日

頼　憲・麻　記 (稲　荷)岸本　 知久 
ともひさ

　　28日

　勉　・敦　子(フローラル)風坂　 飛羽 
と　わ

　　28日

寛　典・栄　子 (池　田)出脇　 綾  華 
あや か

　　28日

博　司・和　美(フローラル)冨山　 大  心 
たい し

５月５日

　宏　・宏　美 (坂　町)佐々木 彩  葉 
いろ は

４月22日船
岡
地
域

祐　樹・千　穂 (　中　)山本　 虹菜 
に　な

４月４日八
東
地
域 勲　生・克　枝 (富　枝)朝倉　 陽  斗 

はる と

　　30日

（ ）

世帯数　　5,833世帯（＋17）

総人口　19,802人　　（－43）

　　男　 9,536人　　（－14）

　　女　10,266人　　（－29）

八頭町の
世帯数と人口

５月１日現在
（　　）内は前月比

男女共同参画週間（6/２３～6/２９）
わかちあう　仕事も家庭も　喜びも

（平成２０年度標語）

統計調査員を募集します！

Information

　八頭町では、住宅・土地統計調査や工業統計

調査などの国及び地方公共団体が行う統計調査

を円滑に実施するため、統計調査員として調査

員事務に従事する方を「統計調査員希望者」と

して登録しています。

　登録者は、八頭町内で各種統計調査が実施さ

れる際、優先して統計調査員として任命、又は

推薦されます。また、統計調査員は非常勤の公

務員として任用され報酬が支払われます。

　希望される方は、八頭町役場企画人権課（�

７６－０２０３）までご連絡ください。
◇募集人数　５名程度
◇応募資格　
①　１８歳以上の心身ともに健全である方。

②　統計に関し理解と熱意を有し、かつ、調

査事務に積極的に従事できる方。

③　統計調査に便利な地に居住し、又は勤務

している方。

④　調査により知り得た秘密を守ることがで

きる方。

⑤　現に税務又は警察に関する事務に従事し
� ��

ていない方。
� �������

◇登録の期間
　有効期間は３年で、再登録は妨げません。

また、途中登録の取り消しをすることもでき

ます。

◇その他　お住まいの地域以外でも調査をお願
� �������������������

いすることがあります。　

ひとのうごき　平成２０年５月１０日届出現在  （敬称略）

年 齢ところ名 前日 付郡
家
地
域

お
く
や
み

78歳 (賀茂町)北山　道則４月11日

93歳 (池　田)河村　�枝　　11日

87歳 (下　坂)佃　 靜 江　　13日

96歳 (奥　谷)山本ひさ子　　15日

63歳 (下峰寺)福 山　 保　　22日

86歳 (下門尾)横山眞須子　　26日

70歳 (大　門)棟尾　久子　　26日

77歳 (麻　生)横 尾　 保　　30日

71歳 (郡家東区)林　 京 一５月２日

85歳 (上大坪)古家千惠子　　４日

81歳 (坂　田)高垣　�子平成19年6月船
岡
地
域

92歳 (水　口)柿田美智子４月17日

82歳 (西　谷)山根　久雄　　19日

73歳 (見槻中)西尾千代江　　21日

49歳 (薬　師)岸本日登美　　25日

62歳 (大　江)風坂　正道　　28日

80歳 (下　野)林　 積 男５月７日

76歳 (才　代)川西　龍三４月14日八
東
地
域

87歳 (　南　)澤田　一美　　14日

89歳 (才　代)富士原貴子　　18日

75歳 (日下部)小林　功之　　29日

83歳 (用　呂)片山　康憲５月２日

88歳 (才　代)富士�源太郎　　５日

　６月２３日から２９日までの１週間は「男女共同

参画週間」です。

　男性と女性が、職場

で、学校で、地域で、

家庭で、それぞれの個

性と能力を発揮でき

る「男女共同参画社

会」の実現のために

は、政府や地方公共団

体だけでなく、国民の

皆さん一人ひとりの

取組が必要です。

　私たちのまわりの

男女のパートナーシップについて、この機会に

考えてみませんか？
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家庭で役に立つ夫になろう
　「今まで一生懸命仕事をしてきたんだから、

退職後は妻の世話になりたい」と夫が思って

いても、家の中でゴロゴロするだけで「メシ・

フロ・寝る」の生活では嫌だと考える妻は少

なくありません。

　退職後の生活を充実したものにするために

は、家庭で「役に立つ男」になった方が良さ

そうです。

再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています

　韓国・横城郡で研修が始まって1ヵ月が経過しま

した。八頭町の皆様はいかがお過ごしでしょうか？

こちらでは、雨が降ることが少なく、日本でしょっ

ちゅう使っていた傘も、ほとんど出番がありませ

ん。梅雨の時期はこちらもたくさん雨が降るようで

すので、そこは日本と同じようです。

　さて、話は変わりますが、韓国では今、鳥インフ

ルエンザの発生とその対策のために横城郡庁の職員

も当番制で防疫作業に追われています。この度、私

が参加したのは、ソウル・京畿道(キョンギド)方面か

ら、横城郡に入る全ての自動車を消毒する防疫作業

でした。

　上の写真のように、全ての自動車に消毒するため

に設置した設備の中を通ってもらいます。これで

も、鳥インフルエンザ対策としては不充分で、職員

の方も「ここまでの対策しかできないのがもどかし

い。」とおっしゃっていました。

　今現在、新型インフルエンザ対策については、日

本・韓国も含め世界各国の課題です。ここ韓国では、

どのような対策がとられているのか学習したいと思

います。

　韓国に来て色々と文化の違いを実感しています

が、話を聞いてみると興味深く、とても面白いです。

一つでも多くの事を学ぶために、早く韓国語でコ

ミュニケーションをとれるようにしたいと思いま

す。10ヶ月間の１日１日を大切にするため、頑張

ります！

韓国　横城郡より

八頭町総務課　職員　西川　真人

6月は

完納にご協力をお願いします

の納付月です
町 県 民 税（第１期分）
国民健康保険税（第１期分）
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